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1 研究の背景と目的 2 共同研究として実施する必要性 3 研究の意義

図1：BEMを用いた異方性弾性体中のき裂群に対する大規模多重

散乱解析(a),(b)様々な時刻における多重散乱解析可視化結果.

4 研究計画
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図2：MPSを用いた非線形超音波シミュレーション(a)解析モデル, 

(b)様々な時刻におけるき裂周辺変位場の可視化結果.
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図3：CFRP中の層間剥離に対する逆散乱解析結果

(a)解析モデル,(b)一方向CFRP,(c)擬似等方積層CFRP.

(A-1) BEMによる大規模
弾性波動解析手法の開発

(A-2) FEM・FIT・MPSによる
大規模弾性波動解析手法の開発

(B-1) 非均質・異方性・粘弾性材料
中の欠陥に対する逆散乱解析

図4：時間反転法にクロススペクトルを用いたL字型CFRP中の欠陥形状

再構成結果 (a)一方向CFRP, (b)等方性材料.
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図5：粒子フィルタを用いた欠陥の推定(a)実験概要,(b)欠陥推定結果.

図6：動弾性有限積分法(EFIT)を用いた
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図7：擬似等方積層FRPに対する3次元大規模弾性波動解析

(a),(b),(c),(d)は様々な時刻における弾性波動場可視化結果.

図8：CQBEMとFEMの結合解法

(a),(b)は様々な時刻における

波動散乱解析結果.
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(B-2) 時間反転法やトポロジー
最適化による欠陥形状再構成

(B-3) センシングデータを
利用した欠陥諸量の推定

(C) 波動伝搬解析の並列化
及びポスト処理の効率化

(イ) FEM・FITによる大規模弾性波動
解析手法の開発と非破壊検査への応用

(ロ) BEMによる大規模弾性波動解析
手法の開発と非破壊検査への応用

様々な時刻における3次元弾性波動解析

(a),(b),(c),(d)は様々な時刻における弾性波動場可視化結果.
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図9：トポロジー感度の超音波フェーズドアレイへの応用

(a)解析モデル,(b)欠陥形状再構成結果.

H30年度は擬似等方積層FRPに対する大規模弾性波

動解析を実施した(図7).この計算には,京都大学のスー

パーコンピュータ256プロセス並列(Flat MPI)を用いた.

また,時間反

転法の欠陥検出指標にトポロジー感度を用いた,超音

波フェーズドアレイ探傷への応用を行った(図9).この順

解析には,演算子積分時間領域境界要素法(CQBEM)を

用いている.

コ

ンクリートに関しては, FEMとCQBEMの結合解法を開発

した.無限領域と,骨材による非均質領域を効率的に解

き,大規模波動散乱解析を実行した(図8). 

5 これまでの研究成果
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